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受理番号 陳情３第３号 受理年月日 令和３年２月５日 

件 名 目黒区ゼロカーボンシティ宣言に関する陳情 

 

【陳情の趣旨】 

 ２０５０年ＣＯ２（二酸化炭素）実質排出ゼロを目指すと目黒区が表明する（ゼ 

ロカーボンシティ宣言）ことを求める。 

近年、酷暑や集中豪雨など気候変動の影響は身近な生活に及んでおり、世界全体 

が危機的状況になっています。これに対し、国内外の自治体や企業が、地域や自社

で地球温暖化対策に取り組む動きも活発化しています。２０１５年に合意されたパ

リ協定では、「世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃より十分低く保つ

とともに、１．５℃に抑える努力を追求する」という目標が国際的に広く共有され

るとともに、２０１８年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変動に関する政府間パ

ネル）の特別報告書においては、「気温上昇を２℃よりリスクの低い１．５℃に抑

えるためには、２０５０年までにＣＯ２の実質排出量をゼロにすることが必要」と

されています。 

 

こうした目標の達成に向け、菅総理は２０２０年１０月２６日の所信表明演説に 

おいて「２０５０年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにすること」を

宣言しました。また、政府はそれに先立ち「２０５０年に温室効果ガス又は二酸化

炭素の排出量を実質ゼロにすることをめざす旨を首長自らが表明又は地方自治体

として公表された地方自治体」を“ゼロカーボンシティ”とすることとし、国内外

に発信しています。２０１９年に「ゼロエミッション東京」を発表した東京都をは

じめ、２０２１年１月１３日時点では、全国の２０６もの自治体が「２０５０年ま

でに二酸化炭素排出実質ゼロ」を表明しています。  

 

先日、小池都知事が２０３０年までの温室効果ガスの５０％削減を目指すことを 

表明しました。目黒区では２０３０年までに温室効果ガス排出量の４０％削減を目

標と定め、２０２０年１２月末時点では５７の施設において再生可能エネルギーを

利用していると報告を受けました。 

 

 つきましては、一層の気候変動対策に向けて、下記のとおり陳情いたします。 

 

【陳情事項】 

１ 目黒区が２０５０年二酸化炭素排出実質ゼロ（ゼロカーボンシティ）をめざす

ことを表明すること。 

２ 表明の実行に向けて、目黒区の温室効果ガス削減目標を、２０５０年までに実

質ゼロ、２０３０年までに現状の半減とするなど、目標引き上げに向けた検討を

早急に行うこと。 

３ 目黒区の再生可能エネルギーを利用している区有施設を増やすこと。 



４ 区民への啓発を積極的に行うこと。 

 

 

 


